
問

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
の
実
態
調
査
の
中

で
、
新
規
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
対
応
で
き
な
か
っ
た
状

況
と
、
今
後
の
事
業
継
続

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

実
態
調

査
は
、
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
の
運
営
状
況
を
把

握
す
る
目
的
で
実
施
し

た
。回

答
率
は

％
で
、
新

67

規
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
依
頼

に
対
応
出
来
な
い
ケ
ー
ス

は

％
で
あ
り
、
人
手
不

45
足
や
特
定
時
間
帯
へ
の
依

頼
集
中
等
で
あ
る
。

介
護
職
員
の
採
用
で

は
、

％
が
不
足
又
は
や

90

や
不
足
で
、
定
着
率
は
85

％
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
収
支
で

は
、

％
が
黒
字
、

％

30

30

が
赤
字
、

％
が
収
支
均

15

衡
、

％
無
回
答
で
あ
る
。

25
事
業
継
続
の
見
通
し
に

つ
い
て
は
、
問
題
な
く
継

続
５
％
、
問
題
が
あ
る
が

続
け
ら
れ
る

％
、
ど
ち

55

ら
と
も
言
え
な
い

％
、

25

今
の
ま
ま
で
は
困
難
10

％
、無
回
答
５
％
で
あ
る
。

介
護
人
材
の
不
足
と
、

厳
し
い
経
営
状
況
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

問

令
和
７
年
度
か
ら
、

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
確
保
事
業
２
４
４
５

万
円
に
つ
い
て
、
現
時
点

で
の
執
行
状
況
と
課
題
は

ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

令
和
７

年

月
１
日
現
在
、

事

12

17

業
所
が
利
用
し
、
支
出
総

額
は
７
９
０
万
円
、
執
行

率
は

・
３
％
で
あ
り
、

32

当
初
の
見
込
み
よ
り
少
な

い
状
況
だ
。

課
題
の
整
理
も
含
め
、

今
後
検
証
し
て
い
く
。

問

前
市
長
・
副
市
長
か

ら
、
赤
字
事
業
者
を
救
済

す
る
よ
う
助
言
も
あ
っ

た
。今

後
の
経
営
困
難

％
10

や
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

提
供
体
制
確
保
事
業
の
執

行
状
況
か
ら
、
要
件
を
緩

和
し
、
赤
字
事
業
所
の
救

済
に
充
て
る
よ
う
検
討
す

る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

事
業
の

本
来
の
目
的
が
、
合
併
旧

市
町
村
等
の
遠
方
へ
の
サ

ー
ビ
ス
不
足
を
解
消
し
、

ど
こ
で
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
と
し
た
。

介
護
報
酬
引
き
下
げ
に

対
し
て
は
、
基
本
的
に
国

に
よ
り
対
応
す
る
べ
き

だ
。国

は
介
護
報
酬
の
期
中

改
定
と
、
賃
上
げ
や
職
場

環
境
改
善
、
物
価
高
騰
へ

の
支
援
を
行
う
方
針
を
示

し
て
い
る
。

国
の
方
針
に
沿
っ
た
支

援
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
成
り
手
不
足
は
深
刻

だ
。ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

現
状
調
査
と
課
題
は
ど
う

か
。

健
康
福
祉
部
長

市
内
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
に
お

け
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
現
認
調
査
は
、
実
施
し

て
い
る
。

事
業
所
数
や
人
数
、
従

事
年
数
、
主
任
介
護
支
援

専
門
員
研
修
受
講
者
予
定

の
有
無
は
、
報
告
を
も
ら

っ
て
い
る
。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か

ら
は
、
業
務
実
態
等
の
調

査
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
、意
見
を
聞
い
て
い
る
。

居
宅
支
援
事
業
部
会
と

は
、
調
査
の
方
法
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
、
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
現
状

や
、
業
務
実
態
の
把
握
に

努
め
る
。

歳
以
上
の
人
口
が
増

80
加
す
る
見
込
み
で
、
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
業
務
が

益
々
増
大
し
、
成
り
手
の

確
保
は
課
題
だ
。
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新つるおかHP

月
５
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、

12
坂
本
昌
栄
議
員
は
①
介
護
保
険
事
業
、
②
不
登
校
児
童

・
生
徒
、
③
輝
く
女
性
活
躍
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

今
後
の
訪
問
介
護
事
業
継
続
の
見
通
し
は

問

不
登
校
児
童
・
生
徒

は
、
全
国
で
こ
の

年
間
、

10

３
倍
の

万
３
９
７
０
人

35

で
あ
り
、
本
市
で
も
小
学

生

人
、
中
学
生
１
７
０

91
人
と
、
過
去
最
多
を
更
新

し
て
い
る
。

現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉

不
登
校
の
現
状
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か

え
て
い
る
の
か
。

教
育
長

小
学
校
で
の
増

加
率
が
上
が
り
、
低
年
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。

児
童
・
生
徒
の
社
会
的

自
立
、
将
来
の
地
域
を
担

う
人
材
の
育
成
と
い
う
点

で
、
課
題
で
あ
る
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

い
つ
ま
で
も「
戦
後
」に
／
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年

▽
戦
後

年
の
昨
年
、
高
市
政
権
が
誕

80

生
、
米
国
追
随
を
露
わ
に
、
外
国
人
排

斥
・
中
国
敵
視
を
あ
お
り
、
武
器
輸
出

全
面
解
禁
も
含
め
て
大
軍
拡
に
拍
車
。

▽
一
方
、
県
内
で
は
、

年
前
か
ら
続
く
、
憲
法
擁
護
・
安

23
保
法
制
廃
止
を
訴
え
る
行
動
が
今
年
も

３
、
９
、

月
に
実
施
。
私
は
行
動
に

12

参
加
す
る
唯
一
の
県
議
で
す
。

７
月
、
吉
村
知
事
が
、
戦
争
体
験
を

継
承
す
る
施
設
の
整
備
を
戦
後

年
の

80

事
業
と
し
て
実
施
す
る
事
を
表
明
。

私
は
こ
れ
ま
で

回
お
こ
な
っ
た
知

12

事
へ
の
質
問
の
内
、
憲
法
・
平
和
に
関

わ
っ
て
９
回
質
問
、

戦
争
体
験
の
継
承
を

重
ね
て
求
め
る
。

９
月
、
被
爆
者
で

原
爆
画
で
全
国
に
知

ら
れ
る
鶴
岡
市
在
住

の
画
家
三
浦
恒
祺
さ

ん
に
斎
藤
茂
吉
文
化
賞
。
鶴
岡
市
制
施

行

周
年
特
別
感
謝
状
も
。
県
議
会
で

20
は
私
が
初
め
て
三
浦
さ
ん
を
紹
介
（
23

年
６
月
議
会
予
算
特
別
委
員
会
）
。
知

事
と
の
面
談
も
実
現
。

月
、
鶴
岡
九
条
の
会
が
多
く
の
募

11
金
を
集
め
て
「
九
条
の
碑
」
を
建
立
。

会
の
立
ち
上
げ
の
時
に
は
私
も
、
市

内
の
寺
院
や
郷
土
史
研
究
家
等
を
訪
ね

歩
い
て
賛
同
を
募
り
ま
し
た
。

月
、
県
議
会
予
算
特
別
委
員
会
で

12

「
排
外
主
義
に
関
す
る
所
感
」
を
質
問
、

吉
村
知
事
は
「
ゆ
ゆ
し
き
事
」
と
い
う

認
識
と
多
文
化
共
生
社
会
を
め
ざ
す
確

固
と
し
た
姿
勢
を
表
明
。
（
画
像
は
出

羽
庄
内
国
際
村
の
ワ
ー
ル
ド
バ
ザ
ー
ル
）

▽
１
月
３
日
、
米
国
が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
侵

略
の
暴
挙
。
一
言
の
抗
議
も
お
こ
な
わ

な
い
高
市
政
権
と
の
戦
後

年
目
の
新

81

た
な
戦
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）



（
１
面
の
つ
づ
き
）

問

令
和
６
年

月
議
会

12

と
７
年

月
議
会
で
も
取

6

り
上
げ
、
総
合
教
育
会
議

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

教
育
委
員
会
の
答
弁

は
、
現
状
と
課
題
、
方
向

性
を
整
理
し
、
庁
内
関
係

部
局
と
情
報
共
有
を
行

い
、
協
議
の
場
を
設
け
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
の

状
況
を
協
議
す
る
場
や
、

総
合
教
育
会
議
の
実
施
状

況
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

教
育
長

ひ
き
こ
も
り
に

繋
が
る
可
能
性
が
高
い
ケ

ー
ス
等
は
、
健
康
福
祉
部

と
そ
の
都
度
、
相
談
・
協

議
を
し
て
い
る
。

総
合
教
育
会
議
の
実
施

に
向
け
て
は
、
準
備
を
進

め
て
い
る
。

問

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
お
あ
し
す
」
は
、
活
動

や
支
援
内
容
、
支
援
体
制

を
見
直
し
、
児
童
・
生
徒

は
行
き
や
す
く
な
っ
た
。

毎
日
同
じ
教
職
員
が
支

援
し
て
く
れ
る
こ
と
で
、

信
頼
関
係
と
安
心
感
を
持

つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

小
中
学
校
で
現
在
、
不

登
校
児
童
・
生
徒
の
い
る

別
室
等
の
設
置
状
況
は
ど

う
か
。

教
育
長

不
登
校
児
童
・

生
徒
が
い
る
小
学
校
は
16

校
、
中
学
校

校
と
な
っ

10

て
い
る
。

別
室
等
を
設
置
し
て
い

る
小
学
校
は

校
、
中
学

12

校
は

校
で
、
合
計

校

10

22

で
あ
る
。

別
室
等
が
、
不
登
校
の

児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
で

有
効
で
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。

問

別
室
等
を
設
置
し
て

い
る
学
校
の
課
題
、
及
び

未
設
置
状
況
に
あ
る
学
校

の
課
題
は
ど
う
か
。

教
育
長

別
室
等
に
通
う

児
童
・
生
徒
の
課
題
は
多

様
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

応
じ
た
支
援
と
、
県
費
負

担
の
専
任
職
員
が
６
校
に

と
ど
ま
り
、
配
置
さ
れ
て

い
な
い
学
校
で
の
教
職
員

の
業
務
負
担
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

県
教
育
委
員
会
に
、
専

任
職
員
増
員
の
要
望
を
継

続
し
て
い
く
。

問

学
び
を
保
障
す
る
観

点
か
ら
も
、
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
「
お
あ
し
す
」
に

通
学
す
る
通
学
補
助
の
検

討
は
あ
る
か
。

教
育
長

路
線
バ
ス
で
通

う
生
徒
に
つ
い
て
は
、
庄

内
交
通
の
通
学
定
期
券
で

の
利
用
を
行
っ
て
い
る
。

通
学
補
助
に
つ
い
て

は
、
そ
の
ニ
ー
ズ
や
他
自

治
体
で
の
取
組
等
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
進
め
る
。

坂
本

子
ど
も
が
不
登
校

に
な
る
と
、
保
護
者
の
見

守
り
や
相
談
等
の
負
担
が

大
き
く
、「
不
登
校
離
職
」

が
あ
り
、
母
親
だ
け
が
対

応
し
疲
弊
す
る
等
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
格
差
も
生
ま
れ

る
。学

校
給
食
費
の
無
償
化

は
、
不
登
校
児
童
・
生
徒

へ
の
支
援
に
は
な
い
。

昨
年
、
県
は
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
に
対
す
る
支
援
も

打
ち
出
し
た
が
、
自
治
体

負
担
が
生
じ
る
た
め
本
市

で
は
実
施
さ
れ
な
か
っ

た
。令

和
８
年
度
の
実
施
に

期
待
す
る
。

日本共産党鶴岡地区委員会と党市議団は１

２月２５日、鶴岡市の佐藤聡市長に２０２６年度

予算要望書を提出しました。

要望書は重要要望事項７項目、各分野の要

望１７４項目にわたりました。

日本共産党鶴岡市議団と関徹県議は５日、

荘銀タクト前で新春街頭宣伝を行い、物価高か

ら市民の暮らしを守る決意を述べました。

問

輝
く
女
性
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
で
、
「
仕
事
と

家
庭
の
両
立
の
重
要
性
を

位
置
付
け
し
、
新
規
管
理

職
等
を
対
象
に
イ
ク
ボ
ス

研
修
を
実
施
す
る
。
」
と

掲
げ
て
い
る
。

既
に
新
規
管
理
職
も
８

ヶ
月
を
経
過
し
て
い
る

輝
く
女
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
状
況
は

が
、
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

今
年
度
は
令

和
８
年
１
月
に
実
施
に
向

け
、
準
備
や
調
整
を
行
っ

て
い
る
。

課
題
と
し
て
は
、
早
期

に
行
う
事
こ
と
で
よ
り
働

き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
に
推
進
で
き
る
と
考

え
、
適
切
な
開
催
時
期
や

手
法
を
検
討
す
る
。

問

職
業
等
を
超
え
た
女

性
同
士
の
交
流
の
場
づ
く

り
で
あ
る
「
つ
る
お
か
小

町c
a
f
e

」
の
開
催
が
実
施

さ
れ
て
い
な
い
。

「
小
町c

a
f
e

」
で
の
女
性

の
意
見
を
、
次
期
男
女
共

同
参
画
計
画
に
活
か
す
べ

き
で
あ
る
が
、
実
施
状
況

は
ど
う
か
。

総
務
部
長

今
年
度
は
令

和
８
年
２
月
に
実
施
の
予

定
で
あ
る
。

参
加
者
の
満
足
度
は
高

い
が
、
本
市
の
施
策
へ
の

反
映
等
に
至
っ
て
い
な

い
。女

性
の
多
様
な
意
見
の

可
視
化
と
具
体
化
に
向

け
、
庁
内
で
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
。

今
後
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、
庁
内
関
係
部
署
と

連
携
し
な
が
ら
取
り
組

今
年
度
の
懇
談
会
の
開

催
状
況
は
ど
う
か
。

企
画
部
長

こ
れ
ま
で
６

月
と

月
の
２
回
開
催

10

し
、
現
計
画
に
基
づ
く
評

価
・
分
析
や
、
次
期
体
系

な
ど
の
意
見
を
聴
取
し
て

い
る
。

今
後

月
と
２
月
に
実

12

施
を
予
定
し
て
い
る
。

問

次
期
計
画
の
進
捗
状

況
と
、
特
徴
的
な
目
標
は

ど
う
か
。

企
画
部
長

新
た
に
女
性

回
帰
・
定
着
の
促
進
と
い

う
観
点
を
加
え
、
体
系
の

見
直
し
と
、
取
組
の
新
規

追
加
や
拡
充
な
ど
を
検
討

し
、
年
度
内
の
計
画
策
定

に
む
け
、
準
備
を
進
め
て

い
る
。

坂
本

次
期
計
画
策
定
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
市
民

意
識
調
査
を
７
月
下
旬
に

開
催
し
、
８
月
に
取
り
ま

と
め
の
予
定
が
ず
れ
込
ん

で
い
る
た
め
、

月
開
催

10

の
第
２
回
懇
談
会
に
は
、

市
民
意
識
調
査
の
結
果
が

反
映
さ
れ
ぬ
ま
ま
重
点
施

策
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

市
民
意
識
調
査
の
位
置

付
け
や
、
結
果
の
反
映
が

疑
問
視
さ
れ
る
。

男
女
共
同
参
画
が
進
ん

で
い
な
い
と
の
現
状
を
踏

ま
え
、
市
民
の
意
見
を
十

分
取
り
入
れ
た
次
期
計
画

を
期
待
す
る
。

む
。

問

男
女
共
同
参

画
推
進
懇
談
会
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

は
、
年
４
回
開
催

す
る
と
し
、
計
画

に
向
け
、
９
月
中

旬
か
ら

月
に
か

10

け
て
市
民
の
意
識

調
査
が
行
わ
れ
、

現
在
取
り
ま
と
め

が
行
わ
れ
て
い

る
。


